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所 長 ：赤川　和弘

診 療 科 目 ：心療内科・精神科・神経科・内科・シルバーケア

診 療 時 間 ：午前  9 :0 0 ～1 2 :0 0  （受付1 1 :3 0 まで）：午後1 4 :0 0 ～1 7 :0 0  （受付1 6 :3 0 まで）　

　※初診の方はご予約となります。

休 診 日 ：火曜・日曜・祝祭日・年末年始

住 所 ：船橋市高根台1 -2 -2 プラザ街2 F（新京成高根公団駅より徒歩2分）

電 話 ：0 4 7 -4 6 8 -6 8 0 6 F A X ：0 4 7 -4 6 8 -6 8 0 9

※在宅医療にも取り組んでいます。お気軽にご相談ください。

安心、そして安らぎのある暮らしを・・・

所 長 ：福井　進

診 療 科 目 ：精神科・心療内科

診 療 時 間 ：午前  9 :3 0 ～1 2 :0 0  （受付1 1 :3 0 まで）：午後1 4 :0 0 ～1 7 :3 0  （受付1 7 :0 0 まで）

休 診 日 ：木曜・日曜・祝祭日・年末年始

住 所 ：船橋市前原西2 -1 3 -1 3  大塚ビル4階（JR津田沼駅北口より徒歩2分）

電 話 ：0 4 7 -4 5 5 -7 3 0 0 ホームページ ：http://www17.ocn.ne.jp/~mhct

当クリニックではご家族の方の相談に医師・スタッフが対応します。1人で悩まずに、お気軽にご相談ください。

　　　　心の健康について一緒に考えましょう。私たちはこれまでの経験を生かして、

　　　　皆様の身近なところで気軽に相談できる心のクリニックを目指しています。

  神経内科は脳や脊髄、末梢神経、筋肉の病気を扱います。頭痛、目まい、脳梗塞などをはじめ多彩な

  神経疾患の症状に悩む多くの方にとって、とても身近な専門領域になります。

  

所 長 ：服部 孝道

診 察 医 師 ：服部 孝道・栗原 照幸・水谷 智彦・湯浅 龍彦・神田 利政

診 療 科 目 ：神経内科、脳ドック

診 療 時 間 ：午前  9 :0 0 ～1 2 :0 0  　午後1 4 :0 0 ～1 7 :0 0

休 診 日 ：木曜・日曜・祝祭日・年末年始 ホームページ ：shinkeinaika-t.or.jp/index.html

住 所 ：船橋市前原西2 -1 4 -1 5 榊原ビル7階（JR 津田沼駅北口より徒歩1分）

電 話 ：0 4 7 -4 7 0 -0 5 0 0 F A X ：0 4 7 -4 7 0 -0 5 1 1

千葉病院　患者様の権利
①個人として、人格およびプライバシーが尊重されます。
②安全な環境で、可能な限りの良質な医療が提供されます。
③職員のいかなる行為に対しても説明を求め苦情を申したてること
ができます。
④精神保健福祉法に則った医療および処遇が保障されます。
⑤職員から思想・信条・宗教および個人的関係は強制されません。
⑥個人情報は保護されます。

発　 行：医療法人同和会　千葉病院
発行日：平成25年5月31日
住　 所：千葉県船橋市飯山満町2-508

℡　 047-466-2176  Fax  047-466-7503

URL://www.chiba-hp.on.arena.ne.jp/

編集後記

今号では、当院の初夏を彩るイベント、「あおぞら祭り」を告知させていただきま
した。いろいろな出し物を用意しておりますので、地域の皆様にも多数、足を運
んでいただきたいと存じます。
　また、今号から、『当院から地域へ　地域から当院へ』と題した新コラムを掲載
します。これは、当院と地域とのさまざまなかかわりを紹介するものです。　そ
の他、ドクターコラムや社会復帰科の活動紹介なども収載しておりますので、ど
うぞご一読ください。

　

千葉病院恒例のイベント、あおぞら祭りを今年も開催します。
初夏を感じるこの季節に青空のもとで、焼きそば・ミニゲーム・吹奏楽や太鼓などの催し物を
予定しているので、是非、ご参加下さい。

近隣の皆様には、音楽などでご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご了承ください

写真は一昨年のあおぞ
ら祭りの様子
（昨年は雨天のため建物
内で行いました）

　

　

日時：６月8日（土）
会場：同和会千葉病院　お祭り広場
※雨天の場合、会場が変更になります

所 長 ：篠遠　仁

診 察 医 師 ：篠遠　仁、川口直樹

診 療 科 目 ：神経内科

診 療 時 間 ：午前  9:00～12:00 、午後14:00～17:00　

休 診 日 ：日曜・祝祭日

住 所 ：千葉市中央区弁天1 -2 -1 2 　弁天町沼澤ビル3階

　（JR千葉駅北口より徒歩1分）

電 話 ：0 4 3 -2 0 7 -6 0 1 1

Ｆ Ａ Ｘ ：0 4 3 -2 0 7 -6 0 1 2

専門医が丁寧に診察して最新・最善の医療を提供します。

　　　　頭痛、めまい、しびれなど、多彩な神経疾患の症状は

　　　　多くの方にとって身近な症状です。

【病院概要】

■ 診 療 科

　精神科・神経科・歯科（要予約）

■ 院 長

　鈴木洋文

■ 外 来 診 療 時 間

　平　日9 :0 0 ～1 2 :3 0 （月曜日のみ9 :3 0 ～1 2 :3 0 ）

　土曜日9 :0 0 ～1 2 :3 0 （午後は予約制）

■ 休 診 日

　木曜日・日曜日・祝祭日・6 月1 日（創立記念日）

■ 所 在 地

　〒2 7 4 -0 8 2 2 　千葉県船橋市飯山満町2 -5 0 8

　T el：0 4 7 -4 6 6 -2 1 7 6 　F ax：0 4 7 -4 6 6 -7 5 0 3

　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：//w w w .ch ib a-h p .on .aren a.n e.jp



ここは千葉病院の活動を紹介するコーナーです

千葉病院Ｄｒによる医療コラム　第15回

　「物忘れ」について　その3
千葉病院医師　須原　信平

交流内容も、
　１．医師、看護師、その他コメディカルスタッ
フの、学会や研究会における発表、講演、論文執
筆など。
　２．院外より当院に来訪された方々の講演会。
ここ数年だけでも、千葉大の教授から落語家まで
多岐に渡っております。
　３．当院には県内から複数の病院から多数の医
師が精神科初期研修に来ています。
　４．地域の方々のボランティア活動も院内で行
われています。
   これらを今号からできるだけご紹介したいと
思います。

　
　今回は認知症の薬物治療についてです。前回お話したとおり、認知症の症状には中核症状と周辺症状
があり、それぞれに対して薬物療法が行われています。
① 中核症状・・・忘れること、覚えられないこと
・ 内服薬）ドネペジル塩酸塩、ガランタミン臭化水素酸塩、メマンチン塩酸塩
・ 貼付剤）リバスチグミン
② 周辺症状・・・行動、心理の異常
・ 抗精神病薬、抗うつ薬、抗不安薬、漢方薬など

　認知症では一般的に脳内神経伝達物質であるアセチルコリン濃度が低下しているといわれています。
中核症状に対しては、脳内神経伝達物質であるアセチルコリン濃度を上昇させるものが中心となってい
ます。一方周辺症状にはその症状に適した薬を選択していきます。内服薬にも様々な種類（＝剤型）があ
り、錠剤、OD錠（口の中ですぐに溶ける）液、液剤、細粒、貼付剤などがあげられます。認知症の患者さ
んの加療は高齢であることも多く錠剤の内服が難しい場合も珍しくありませんから、それぞれの患者さん
にあわせて剤型を選択していきます。
　薬物療法の導入により、日常生活の大きな支障となっていた症状が改善されることは患者さんやご家
族にとっても大きなメリットになります。

　いずれの薬物も認知症の原因そのものを治療するのではなく、あくまで対症療法です。これらの薬剤は
近年認可されたもの多く、今後も更なる認知症治療薬の発展が望まれます。

　3回にわたり認知症についてのお話でした。今後も認知症に関わる医療や社会が発展する事を願って
やみません。

社会復帰科について
PART2

千葉病院には社会復帰科という部署があり，PSWが9名，臨床心理士が1名所属しています。今
回は社会復帰科のPSWがどのような事を行っているのかご紹介します。

ＰＳＷとは？ 

　精神科病院や福祉施設などに所属している精神医療･保健福祉の専門職です。
　日本では病院の相談担当者をメディカル･ソーシャルワーカー(MSW)、その中でも
精神科の相談担当者を精神医学ソーシャルワーカー(PSW)と呼びます。国家資格を持つPSW
のことを精神保健福祉士と呼びます。
 
　病院は病気を治療するために行くところですが、治療以外のことでも気になることが
出てくることがあります。次のようなことにお困りの時は、PSWにご相談下さい。
 
【経済問題】
治療にお金がかかる。収入に不安があって生活に困っている。
【就労問題】
働きたいと考えているか、続ける自信がない。
【退院支援】
退院後に生活していけるのか心配だ。長く入院しているので、生活のイメージができな
い。
【福祉サービスの利用】
障害年金や障害者手帳など色々な制度があるが、内容が分からない。自分でも利用できる
のか？

 
 

ここのの他他ににもも様様々々なな支支援援をを行行っってていいまますす。。困困るる事事ががああれればばごご相相談談下下ささいい。。  

地域生活支援室 訪問看護･指導

千葉病院の外来には地域生活支援室と いう 部

屋があり ます。こ こ では入院･外来を問わず PSW

が相談を受け付けており ます。病気に関する相談

や福祉制度， 就労， 経済問題など生活に関する

様々な相談を行う 事ができ ますので，お困り の時

にはお立ち寄り 下さ い。  

また，隔月支援室だより も 発行し ており ますの

で是非ご覧下さ い。  

千葉病院の訪問スタ ッ フ（ 訪問担当看護

師／PSW ） がご自宅に伺い、地域で安心し

て暮ら し ていけるよう に様々な支援を  

行っ ています。  

詳し い説明は地地域域生生活活支支援援室室で も 行っ

ており ますので、 ご相談下さ い。  

当院から地域へ

　医療法人同和会千葉病院は、昭和31年に創立以来、
「地域」と様々な、多岐に渡る交流を行ってまいりま
した。ここでいう「地域」とは単に病院周辺、あるい
は船橋市内、というだけではありません。千葉県全
体、あるいは国内外との人的交流も含まれます。

5月28日に、当院で衛星中継を使ったWeb講演会が

行われました。
これは、製薬会社の主催によるもので、名古屋にあ
る会場で行われる講演会を当院の研修室で

受信する。という企画でした

が、医師、看護師を

はじめ、多くのスタッフが

意欲をもって参加しました。

地域から当院へ


